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第6回学術集会運営事務局よりお知らせ

会期：2026年11月6日（金）オンデマンド配信あり
会場：ウィンクあいち（名古屋駅から徒歩5分）

会長：西村 淑子(三重県立子ども心身発達医療センター) 

［演題登録のご案内］
2026年2月6日（金）～8月31日（月） 演題募集中！

［参加登録のご案内］
2026年2月6日（金）～11月5日（木）

［問い合わせ先］
学術集会運営事務局 株式会社ITreat
E-Mail: jarmc.6th.meeting@gmail.com

オンラインセミナーの取り組みについて
東京未来大学こども心理学部准教授 小谷 博子

本学会では、オンラインセミナー「小児リハビリテーショ

ンことはじめ」を定期的に開催しております。本取り組みは、
第4回学術集会の大会長を務めた際、より多くの方に学会を
知っていただき、実際の学術集会へ足を運んでいただくため
の「つながりの入口」をつくりたいとの思いから始まりまし
た。当初は、継続的な発信を通して、登壇者や参加者が顔の
見える関係を築き、「実際に会ってみたい」「現場を見てみ
たい」と思えるつながりを育むことを目指しておりました。
その後、第5回学術集会に向けた継続のご要望を土岐先生よ
り頂戴し、小﨑理事長、近藤副理事長からも意義ある取り組
みとして後押しをいただき、現在も継続しております。
運営につきましては、限られた体制の中でのスタートとな

り、講師の選定や登壇のご依頼・日程調整といった事前準備
から、ZOOMの設定、当日の配信、オンデマンド配信の編集に
至るまで、試行錯誤を重ねてまいりました。現在も基本的に
は一人で運営を担っており、当日のみ家族の協力を得ながら
対応している状況です。学会としての予算措置はなく、登壇
いただいている先生方には謝金をお支払いできていない中、
温かいご協力に支えられているのが実情です。この場をお借
りして、改めて深く御礼申し上げます。
本セミナーの特徴として、「専門家と当事者のペア登壇」

という形式を取り入れております。専門的知見のみならず、
当事者の経験や思いを直接共有していただくことで、より実
践的で多面的な理解につながる場となることを目指しており
ます。これは本学会の大きな特徴であり、強みであると感じ
ております。なお、当事者ご家族の登壇者への謝金は、非会
員の参加費を活用し、お支払いしております。
私自身は医療職ではなく、育児工学を専門とする立場から

本分野に関わってまいりました。また、子育てを経験した一
人の母として、長年子育て支援にも取り組んできた経緯があ
ります。現在は、保育士・小学校教員・公認心理師の養成に
携わる大学教員として、医療と福祉、専門家と当事者をつな
ぐ一助となれればとの思いで、本セミナーを続けております。
現在は1〜2か月に1回程度の頻度で開催しており、今後も

継続的に実施していく予定です。本セミナーが、学会員の皆
様にとって新たな学びや出会いの機会となり、皆様と共に学
び合える場として、現場での実践や研究の発展につながるこ
とを願っております。
また、本セミナーではご登壇いただける先生方や当事者の

皆様との新たなご縁も大切にしております。ご関心をお持ち
の方がいらっしゃいましたら、ぜひお声がけいただけますと
幸いです。引き続き、多くの皆様のご参加を心よりお待ち申
し上げております。

第７回日本小児リハビリテーション医学会学術集会にむけて
広島県立総合リハビリテーションセンター

療育部門統括管理者
志村 司

2027年第7回日本小児リハビリテーション医学会学術集会
を開催させていただけることを大変ありがたく思っています。
まだ、会場も確約ができていないため予定としてしかご報告
ができないので誠に申し訳ございません。
現在のところ日時は2027年11月5日（金）6日（土）か12日

（金）13日（土）に、場所は新しく生まれ変わった広島駅の
南口出てすぐのところの広島市総合福祉センターで行う予定
とさせていただいております。

参加対象は当事児（者）およびご家族をはじめとして、医
者・療法士・看護師・小児療育関係者・学校関係者(小児)・
義肢装具関係者など医療関係者全般にだれでも参加できるよ
う声掛けをしていく予定です。ただし、会場（ブース）に
よって参加できるところとできないところが決まってしまう
と思います。
日程としては、初日（金曜日）は14時開会とさせていただ

き、基本医療関係者のみの一般演題（その間ご家族などは装
具などのブースは入場可能など）・特別講演を行い、可能で
あれば懇親会を行いたいと考えております。
2日目は会場の関係で10時よりシンポジウム（仮 小児リ

ハと取り組み）で各現場（義肢装具補装具・学校教育・看
護・地域など）の新しい取り組みに関してご発表いただく予
定です。12時過ぎからランチョンセミナー（ただし医療関係
者のみ）、13時ころより市民公開講座、15時ころ閉会予定で
す。閉会後1時間程度でハンズオンセミナー（要予約）「上
田法って？」を行うこととしております。ぜひ多職種セミ
ナーですので参加よろしくお願いいたします。
まだまだ予定の部分も多くこれからスタッフ一同しっかり

と準備を行っていきたいと思います。平和都市広島にぜひ来
てください。

第6回学術集会ポスター
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